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新刊案内

バイデンのアメリカ
その世界観と外交
佐橋亮／鈴木一人・編
東京大学出版会／ 2750 円

揺
ら
ぐ
核
抑
止
思
想

核
軍
縮
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は

分
断
修
復
を
唱
え
た
大
統
領

そ
の
苦
闘
を
多
角
的
に
評
価

核兵器禁止条約は日本を守れるか
「新しい現実」への正念場
佐野利男・著
信山社／ 2200 円

台湾がめざす民主主義
強権中国への対立軸
石田耕一郎・著
大月書店／1９８０円

民
主
主
義
は﹁
協
働
﹂か
ら

台
湾
に
思
想
と
手
法
を
学
ぶ

人種主義の歴史
平野千果子・著
岩波新書／1034 円

　

も
は
や
米
国
が
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
背
景
に
、

世
界
を
牽
引
す
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
米
国
の
動
向
は
わ
れ
わ

れ
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
、
世
界
が
試
練
の
時
を

迎
え
る
中
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
い
か
な
る
外
交

を
展
開
す
る
の
か
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
た
ち
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
世
界
観
を
紐
解

き
、
米
外
交
の
行
方
を
占
う
。
内
政
と
外
交
の

接
点
に
光
を
当
て
る
論
考
が
多
く
、
米
国
を
突

き
動
か
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
理
解
で
き
る
。

　

核
拡
散
や
軍
拡
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
の
破
棄
の
流

れ
に
、
核
抑
止
を
禁
止
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約

は
歯
止
め
に
な
る
か
。
核
抑
止
が
安
全
保
障
の

中
核
を
担
う
現
状
で
、
核
軍
縮
国
と
核
兵
器
国

の
対
立
を
激
化
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
の

か
？　

本
書
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
代
表
部

大
使
を
務
め
た
著
者
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

実
効
性
の
課
題
を
整
理
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
下

で
核
兵
器
国
に
少
し
ず
つ
核
軍
縮
へ
の
政
治
的

圧
力
を
か
け
る
漸
進
的
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
が
核

廃
絶
へ
の
唯
一
の
道
だ
と
論
じ
る
。

　

市
民
は
﹁
と
も
に
社
会
を
発
展
さ
せ
る
協
働

の
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂。
長
い
戒
厳
令
時
代
を
経
て

開
花
し
た
、
台
湾
の
民
主
主
義
を
貫
く
姿
勢
だ
。

オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
氏
が
力
を
入
れ
て
き
た
政

策
提
言
サ
イ
ト
で
は
、
投
稿
さ
れ
た
政
策
ア
イ

デ
ア
が
二
ヵ
月
以
内
に
五
〇
〇
〇
以
上
の
賛
同

を
集
め
た
な
ら
行
政
が
対
処
す
る
。
官
民
協
働

は
日
本
で
も
長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
行
政

と
市
民
が
対
等
に
議
論
し
、
理
解
し
合
う
台
湾

の
事
例
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
民
主
主
義
が
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
る
今
だ
か
ら
読
み
た
い
一
冊
だ
。
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旧植民地を記憶する
フランス政府による〈アルジェリアの記憶〉
の承認をめぐる政治
大嶋えりこ・著
吉田書店／ 4400 円

近
代
日
本
の
盲
点﹁
蘭
学
﹂

そ
の
受
容
の
実
際
を
探
る

何を「記憶」にするのか
それ自体が政治的問題

近代日本の政治構想と
オランダ増補新装版
大久保健晴・著
東京大学出版会／ 8250 円

﹁
人
種
﹂に
根
拠
は
な
く

差
別
・
排
除
の
道
具
だ
っ
た

人種主義の歴史
平野千果子・著
岩波新書／1034 円

﹁
人
種
﹂
は
生
得
的
な
も
の
で
、
そ
の
本
質
的

な
性
質
に
基
づ
く
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
。

異
な
る
集
団
に
向
け
る
差
別
的
な
ま
な
ざ
し
が

逆
説
的
に
﹁
人
種
﹂
を
作
り
出
し
て
き
た
こ
と

を
著
者
は
明
ら
か
に
す
る
。
各
時
代
に
よ
っ
て

変
遷
し
て
き
た
人
種
は
何
を
指
し
、
何
を
意
味

し
て
き
た
の
か
。
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地

支
配
史
研
究
者
が
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
焦
点

を
置
き
、
レ
イ
シ
ズ
ム
=
人
種
主
義
が
植
民
地

支
配
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
人
種

差
別
を
生
み
出
し
て
き
た
歴
史
を
紐
解
く
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
植

民
地
支
配
や
独
立
戦
争
で
の
加
害
の
記
憶
に
長

く
沈
黙
し
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は

承
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︱
︱
。
こ
の
方
針
転

換
は
和
解
や
共
生
へ
の
前
進
に
見
え
る
。
だ
が
、

そ
の
政
策
的
背
景
や
博
物
館
な
ど
で
の
言
説
を

分
析
し
た
本
書
は
、
移
民
統
合
と
国
民
的
結
合

を
促
進
す
る
目
的
に
都
合
よ
く
記
憶
が
取
捨
選

択
さ
れ
て
き
た
と
い
う
限
界
を
示
し
、
未
来
の

た
め
に
過
去
の
暴
力
を
い
か
に
直
視
す
べ
き
か

と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

西
洋
各
国
の
学
問
が
流
入
し
た
幕
末
か
ら
明

治
初
期
の
日
本
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
・

政
治
理
論
の
受
容
は
い
か
な
る
意
義
を
持
っ
た

の
か
。
本
書
は
西
周
、
津
田
真
道
、
小
野
梓
ら

の
思
想
と
政
治
構
想
を
精
緻
に
分
析
し
、
近
代

日
本
の
形
成
過
程
に
蘭
学
が
与
え
た
理
論
的
影

響
を
明
ら
か
に
す
る
。
政
治
思
想
史
研
究
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
性
史
研
究
へ
と
、
新
た
な
地

平
が
開
か
れ
た
一
冊
。
特
に
、
第
三
章
の
権
力

政
治
と
国
際
法
を
め
ぐ
る
当
時
の
議
論
が
、
動

揺
す
る
現
在
の
国
際
秩
序
へ
示
唆
を
与
え
る
。




